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【細胞】 GFPトランスジェニック (Tg)マウス (C57BL/6)の骨髄細胞を膝骨、排骨
から採取。ビオチン化一次抗体 (CD3，CD45RIB220、Mac-1、Gr帽1、Terl19、全て
Phar Mingen (PM)社)を反応させ、加toMACS (Militenyi Biotec社)にて lineage陰性
(Linう細胞を採取。次に Lin圃細胞を Sca1-PE抗体とやkit岨APC抗体(共に PM社)に
反応させ、 FACSVantage (Becton Dickinson (BD)社)にてひkit陽性Sca1陽性Lin陰
性 (KSL)細胞を採取。

















維の増殖を認め、 ALPで染色される GFP陽性筋繊維が存在した。更に nestedPCR 
により GFPDNAを検出した。移植後 30日以内の早期では単繊維培養からの筋繊
維の増殖は認めなかった。










azacytidine (5田辺a、Sigma社)5μM/2%FCS/IMDMに変更。 24時間後に 2%FCS/
IMDMに変更し 2週間培養した。浮遊細胞群は低接着性条件にて浮遊培養させ sphere
を形成(図 2-B)した後再び平面培養に戻し、 cont1uentになった時点で 5・azaで同様
に筋肉分化を誘導した。その後ミオシン(巧rmed社)、デスミン (sigma社)、ミオ


















るが、 singlefiber cultureにおいて GFP陽性の筋芽細胞が同定され、骨格筋幹細胞に
分佑し得ることも観察された。この結果は、従来造血幹細胞として捉えられていた lirト
細胞分画には、造血幹細胞活性とともに、骨格筋へと分イじし得る細胞分画を含むこ
とを意味する。今後、この分画が、造血細胞、骨格筋細胞に分化し得るより未熟な
幹細胞に相当するのか、造血幹細胞としての可塑性あるいは transdifferentiationとし
て捕らえるのか、さらなる検討が必要である。さらに、 mdxマウスにおいて同様の
移植を行ったところ、移植後早期、後期にわたって GFP陽性骨格筋が多数観察され
た。生体において組織への幹細胞生着には、標的とする組織の障害の存在が必要と
されている。 Mdxマウスにおいて観察された現象は、障害、再生を繰り返している
mdxマウスの骨格筋においては、移植造血幹細胞の生着、骨格筋への分化を促進す
る分子学的機構が存在することが考えられ、この観点よりの検索も必要と考えられ
る。一方、近年、骨髄より血球系マーカーを有しない多分化幹細胞 (MAPC)の同
定が報告された。我々も同様の多能を有する細胞の同定を試み、様々な体性幹細胞
の作成に用いられている sphere法を応用することにより、骨格筋への分化能を有す
る細胞の同定を行った。現在、この細胞の生体内における幹細胞活性を検討中であ
る。我々の結果は、造血組織の中のどの細胞郡が主として骨格筋再生に主として寄
与するかという問題に、結論をもたらしていない。今後、 mdxマウス等を用いて、
筋ジストロフィー症の治療には有効な細胞郡の同定、および生着部位である障害骨
格筋の分子学的機構について、検討を進めていく必要がある。
